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平成１６年度林野庁予算概算要求の重点事項

平成１６年度概算要求額（平成１５年度予算額）

５１９，０４６（４４７，６３８）(単位：百万円）

Ⅰ．多様で健全な森林の整備・保全等を通じた地球温暖化防止

森林の有する地球温暖化防止等の多面的機能の確保を図るため、新たに「森林整
」 、「 」備保全事業計画 を策定するとともに 地球温暖化防止森林吸収源１０カ年対策

に即して、森林法の見直し（機能の低下した保安林の施業確保や、ＮＰＯ等による
森林施業の助長等）に併せた管理不十分な森林の整備、土石流等の災害を未然に防
止するための治山施設の整備、間伐や針広混交林化等の推進、国民参加の森林づく
、 、 。り 緑の雇用の創出等を図りつつ 多様で健全な森林の整備・保全を重点的に実施

１．多様で健全な森林の整備
多様で健全な森林の整備を図るため、森林整備事業及び治山事業を効果的かつ着

実に推進。
林野一般公共事業 ３８１，５３７（３２７，１５６）

（１）緑の構造改革実証モデル事業の展開（公共・非公共）
６４，５１９（５０，５６４）の内数

流域を基本単位として、間伐等の重点的実施を進めるとともに、間伐材や林地
残材等の森林バイオマス資源の利用促進等を総合的に行う循環型社会の実現に向
けたモデル事業を実施。

（２）長期育成循環施業の推進（公共） ６２，２６８（４９，４００）の内数
抜き切りを繰り返しつつ徐々に更新を行う長期育成循環施業の積極的な推進に

より、複層林への誘導・造成を促進。

（３）特定保安林整備総合対策（公共・非公共）
１１９，１９２（９９，３７６）の内数

間伐等が不十分で機能が低下した保安林を特定保安林に指定するための調査を
行うとともに、新たに特定保安林を対象として治山施設の整備と本数調整伐を一
体的に行うほか、要整備森林における間伐の推進を図るなど、重点的な森林の整
備・保全を推進。

（４）ＮＰＯ等の多様な主体の参加による森林の整備の推進（公共）
１３４，１５８（１１３，３５７）の内数

森林整備事業の事業主体として新たな協定制度の認定を受けた者（ＮＰＯ等）
を追加するとともに、経験豊かなボランティア団体や漁業者を含む上下流の地域
住民等多様な主体の参加による里山林、水源林等の整備を推進。

森林・林業基本法及び森林・林業基本計画を踏まえた新しい森林・林業政
策を１６年度も推進することとし、特に、地球温暖化防止森林吸収源１０カ
年対策の着実な展開に向けて、以下の予算を要求。
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（５）森林整備法人による多様な森林整備の推進（公共・非公共）
８，４０８（６，２１９）の内数

森林所有者等による整備が期待されない森林について、地域に根ざした公的主
体である森林整備法人による整備を推進。

（ ） ， （ ， ）６ 森林整備活性化資金の貸付枠の拡大 貸付枠 ３ ８００ ３ ２００
無利子資金である森林整備活性化資金について、林業経営の改善と多様で健全

な森林の育成を図る観点から貸付枠を拡大。

（７）緑の雇用担い手育成対策 ９，５００（０）
森林整備等を担う林業就業者の確保・育成を図るため、緊急雇用対策で森林作

業に従事した者等を対象に専門的技能・技術を習得させるための実地研修等を実
施。

（ ） （ ） ， （ ， ）８ 緊急間伐総合対策 公共・非公共 ５６ ９５５ ４５ ８４１
計画的な間伐の実施と路網整備の一体的な推進や間伐材利用の促進を図るなど

「緊急間伐５カ年対策」を着実に推進。

（９）効率的な林内路網の形成（公共） ６３，４６９（５０，４９２）の内数
既設作業道の局部改良による既存ストックの活用や、森林管理道と森林施業道

を効果的に組み合わせる「組合せ型路網」の推進により、効率的に林内路網を整
備。

（１０）奥地水源林における多様な森林の整備（公共）
３０，８３６（２０，７３４）

国有林の奥地水源林において、生物多様性が確保された多様な森林環境を整備
するため、郷土樹種（広葉樹）を主体とした保護樹帯を設定することにより地域
固有の森林を再生する等、天然力を活用しつつ効果的・効率的な森林の整備を推
進。

（１１）花粉抑制森林対策 １４０（１１９）
雄花着花量に着目した抜き伐り、花粉の少ない品種の普及等を着実に推進。

２．保安林等における森林の保全
土石流、山崩れ、地すべり等の災害の防止や良質な水の安定的な供給等、国土の

保全を図るため、重点化・効率化を図りつつ、治山事業等を着実に実施。
（１）土石流・流木災害等防止強化対策（公共）

１３１，３８９（１１２，４７０）の内数
土石流・流木等による災害を未然に防止するための治山施設の整備や災害に強

い森林づくり、災害に対する監視・観測体制の整備等から成る総合的な防災対策
を重点的に実施。

（２）奥地水源地域荒廃地等の保全（公共） ６４，２５６（５４，６８５）の内数
流域全体に影響を及ぼす奥地水源地域の荒廃地等において、木材等現地で採取

可能な資材を活用した工法等により、復旧整備を重点的に実施。
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（３）松くい虫被害対策の推進 ２，５７７（２，３７６）
生活環境の保全に重要な役割を果たしている松林の保全のため、松くい虫被害

に対して、松林保全対策を重点的に実施。

３．国民参加の森林づくり等の推進
（ ）○ 国民参加の緑づくり活動の推進 ４９９ ４３９

幅広い国民の参加による森林ボランティア活動の定着を図るため、森林ボラン
ティア活動情報の発信、ＮＰＯによる活動の支援、活動フィールドの拡大等を促
進。

４．木材・木質バイオマス利用の推進
○ 木材・木質バイオマスの利活用の促進 ５，０８６（１，９０６）

大手住宅メーカー等のニーズに対応した地域材の新しい流通・加工システムの
構築や、森林バイオマスの利活用に関する実証モデル整備 「農林水産省木材利、
用拡大行動計画」に基づく木材利用拡大のための情報提供等を実施。

５．森林吸収量の報告・検証体制の整備
○ 森林吸収量報告・検証体制緊急整備対策 ３，０９０（１，２７９）

森林のＣＯ 吸収量報告に不可欠な森林資源データの精度の検証・向上、保安２

林の森林経営に関する管理情報の整備及びデータの効率的な収集手法の開発等を
、 。実施するとともに 国レベルでデータを一元化するためのシステム開発等を実施

Ⅱ．今後の森林整備を支える林業の担い手の確保・育成

今後の森林整備を支える林業就業者を確保・育成するとともに、安定的に林業経
営を継続できる林業経営体・林業事業体を育成。

１．緑の雇用の推進等を通じた林業就業者の確保・育成及び林業事業体の育成
９，６２９（１２５）

林業就業者の確保・育成を図るため、緊急雇用対策で森林作業に従事した者等
を対象に専門的技能・技術を習得させるための実地研修等を実施する緑の雇用担
い手育成対策事業を推進するとともに、雇用の受け皿となる林業事業体の経営改
善及び労働災害防止活動の強化等を推進。

２．林業経営を担うべき人材の確保・育成 ４７１（４２７）
、 、林業経営を担うべき人材の確保・育成を図るため 普及指導職員の資質の向上

産学官連携による技術の実証、民間専門家の活用促進等の取組を促進。

３．森林組合等の育成 １８６（１８５）
森林組合の経営基盤の強化等を図るため、連合会による経営・指導体制の強化

を推進するほか、森林組合等による施業の集約化等の取組を支援。
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Ⅲ．大規模需要者のニーズに対応した地域材の新しい流通・加工
システムの構築等による木材利用の推進

地域材利用の推進と木材産業の健全な発展を推進するため、地域材の新しい流通
・加工システムの構築、木質バイオマスの利用拡大、木材の新たな用途や低コスト
の加工技術の開発を重点的に実施。

１．地域材の新しい流通・加工システムの確立対策 ２，１８０（０）
大手住宅メーカー等の大規模需要者が求める品質・性能の安定した製品を地域材

で生産し、安定的に供給するために、効率的な素材生産・原木流通システムの構築
や製材工場のラミナ工場への再編等をモデル的に実施。

２．木質バイオマスの利用拡大等の推進 ２，９０６（１，９０６）
木質バイオマスを利用した発電施設、熱供給施設等の整備を推進するとともに、

森林バイオマスの利活用に関する実証モデル整備 「農林水産省木材利用拡大行動、
計画」に基づく木材利用拡大のための情報提供、合板や新たな木質資材への地域材
利用を促進するための技術開発等を実施。

Ⅳ．里山林の再生・整備、国民参加の森林づくり等による美しく
住みよい山村づくりの推進

都市と山村の共生・対流を一層促進し地域の活性化や観光立国の実現に寄与する
ため、多様な主体の参加による里山林の再生・整備等を進めるとともに、美しい山
村・森林に対する国民の理解を深めつつ、地域主体の景観づくり活動や人材育成の
支援等により美しく住みよい山村づくりを推進。

１．里山林の再生・整備と多様な利用の推進
健全な森林の整備、国土の保全等を図りつつ、多様な主体の参加による森林づく

り、森林利用等を総合的に推進。
ふるさとの森再生対策（公共） １０９，２８４（９１，７８７）の内数（１）
経験豊かなボランティア団体等の多様な主体の参加により、植栽、間伐等の適

切な施業を実施し、管理不十分な里山林の再生・整備を推進。

（２）里山林環境防災機能再生整備対策（公共） ６，０７７（５，２２４）の内数
地域住民やＮＰＯ等地域の多様な主体の参画を図りながら、下層植生とともに

樹木の根が深く広く発達した防災機能等の高い里山林の再生・整備を推進。

（３）里山林保全・利用活動推進事業 ４２（０）
多様な里山林活動の拠点となる「里山林活動支援センター」を設置し、情報交

流ネットワークの整備、活動の立上げ支援、人材育成等を実施するとともに、健
康づくりのための里山林の活用等を推進。
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（４）竹材利用促進緊急対策事業 ３０６（０）
竹の利用を促進し、里山林の再生を図るため、ＮＰＯ等を含む生産者と加工業

者間の竹材需給情報交換ネットワークの構築、汚染土壌浄化能力が高い竹炭や竹
繊維等竹材の新たな利用に必要な加工施設の整備等を支援。

２．美しく住みよい地域づくりの推進
（１）風格ある美しい山村づくりモデル事業 ２０（０）

山村の魅力ある景観の再発見と向上により地域の活性化を図るため、地域住民
の合意に基づき、都市住民等と連携して行う景観づくり活動、普及啓発、人材育
成等を推進。

（２）松林保全自衛体制整備モデル事業 ３３（０）
地域住民の安全な生活の確保等に不可欠な松林を松くい虫被害から守るため、

地元住民によるボランティアグループが主体となって、自ら松林保全対策を行う
事業をモデル的に実施。

（３）地域の自主性を活かした環境整備の推進（公共） ７，２４３（０）
地域の自主性を活かした緑豊かな生活空間を創出するため、フォレスト・コミ

ュニティ総合整備事業のうち地域の環境整備に係る事業を統合補助金化するとと
もに、広域的に美しいむらづくりを進める観点から、農村振興局・水産庁の事業
とも連携して推進。

３．国民参加の森林づくり及び森林環境教育の推進
国民参加の緑づくり活動推進事業 ４４７（４３９）（１）
美しい景観の形成など森林の多面的機能や山村に対する国民の理解を深めるた

め、森林づくりボランティアの活動の場である「みどり世紀の森」づくり等を進
め、都市と山村の共生・対流に寄与。

（２）民間活力活用森林環境教育推進モデル事業 １０（０）
ＮＰＯ等の企画力や教育手法を活用し、市町村等との協定に基づく定期的・継

続的な森林体験学習の提供、インターンの受入による指導者の育成等及び公募に
よる先進的なプログラム開発をモデル的に実施。

Ⅴ．国有林野の管理経営の適切かつ効率的な推進

公益的機能の維持増進を旨として地球温暖化防止等の課題に積極的に取り組みつ
つ、集中改革期間終了後において、国有林野を将来にわたり適切かつ効率的に管理
経営する体制を確立するため、必要な経費について一般会計より繰入れ。また、暫
定組織である森林管理局の分局を１５年度末に廃止し、廃止後の機能の維持を図る
とともに、事務所等についても１５年度末に廃止。

事業施設費 ４８，６００（３９，４０７）
公益林等保全管理費 ３５，４６０（３１，３００）
利子補給 ２３，４９１（２３，６５０）
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Ⅵ．良好な森林環境の保全に向けた国際的な取組

良好な森林環境の世界的な保全のため、地球温暖化問題や違法伐採問題等国際的
な取組を推進。

１．地球温暖化問題への対応 １１３ (１０８)
地球温暖化防止対策の観点から、黄砂対策としての植生回復実証調査を行うこ

ととし、ＣＤＭ植林プロジェクトに関して、吸収量算定用基礎情報の調査、適格性
審査用技術マニュアルの作成、国内外のプロジェクト・スタッフの育成を実施。

． ）２ 違法伐採問題への対応 １３５ (１４１
違法伐採対策に関するＩＴＴＯを通じた資金拠出や、伐採の適法性・違法性の判

断を輸入国において可能とするための衛星データによる輸出国の森林現況・伐採状
況の把握、アジア森林パートナーシップへの我が国民間レベルの取組に対する支援
等により、違法伐採問題への対応を推進。


